


西条昇の浅草喜劇コレクション
曽我廼家五一郎篇

西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

昭和７年４月の浅草・江川劇場
での五一郎劇のプログラム。レ
ヴュー金春舞踊團も出演。

昭和５年６月の浅草・三友館での五一
郎劇のプログラム。三友館は現在の浅
草演芸ホールの場所にあった。

五一郎の経営する浅草田島町のアパートの一室を高見順が借り
て執筆した小説『如何なる星の下に』の初版本（昭和15年４
月刊行）。

〈笑と涙の親玉〉五一郎一座が
昭和16年６月に出演した浅草・
萬成座のプログラム。

昭和４年４月の浅草・
世界館での五一郎劇
のプログラム。


